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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

政

令

平成™™年 月™ 日 水曜日 第œ›—�号官 報
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◇
環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
二

〇
四
号
）（
環
境
省
）

１

地
球
環
境
局
、
水
・
大
気
環
境
局
及
び
自
然
環
境
局

の
所
掌
事
務
を
変
更
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
〜
第

七
条
関
係
）

２

地
球
環
境
局
に
国
際
連
携
課
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
環
境
保
全
対
策
課
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第

二
六
条
及
び
第
二
九
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施

行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
二
〇
五
号
）（
厚
生
労

働
省
）

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
二

年
法
律
第
一
五
号
）
の
一
部
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
二

年
一
〇
月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施

行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第

二
〇
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

二
年
法
律
第
一
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
国
の

債
権
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
一
年

政
令
第
三
三
七
号
）
そ
の
他
の
関
係
政
令
に
つ
い
て
所

要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
の
日（
平
成
二
二
年
一
〇
月
一
日
）

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
第
八
条
の
三
第
一
項

の
改
定
率
の
改
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
政
令
第
二
〇
七
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

平
成
二
二
年
一
〇
月
か
ら
平
成
二
三
年
九
月
ま
で
の

月
分
の
遺
族
年
金
及
び
遺
族
給
与
金
の
額
を
、
次
の
よ

う
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
関
係
）

^

平
病
死
（
公
務
軽
症
又
は
勤
務
関
連
重
症
）
の
場

合
五
四
万
一
、
四
五
〇
円
を
五
五
万
七
、
六
〇
〇
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

_

平
病
死
（
勤
務
関
連
軽
症
）
又
は
併
発
死
（
公
務

傷
病
）
の
場
合

四
四
万
二
五
〇
円
を
四
五
万
六
、
四
〇
〇
円
に
引

き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

`

併
発
死
（
勤
務
関
連
傷
病
）
の
場
合

三
一
万
八
、
八
五
〇
円
を
三
三
万
五
、
〇
〇
〇
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
二
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。

第
七
条
第
十
二
号
中「（
地
球
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る

も
の
を
除
く
。）」
を
削
り
、同
号
を
同
条
第
十
三
号
と
し
、

同
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十

号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
五
号
中
「
第
三

十
八
条
第
四
号
」
を
「
第
三
十
八
条
第
五
号
」
に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と

し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

三

南
極
地
域
の
環
境
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

第
二
十
六
条
中
「
環
境
保
全
対
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
課
」
を
「
地
球
温

国
際
連

暖
化
対
策
課

携
課

」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中
第
五
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
削
り
、
第

八
号
を
第
五
号
と
し
、
第
九
号
を
第
六
号
と
す
る
。

第
二
十
八
条
を
削
る
。

第
二
十
九
条
中「（
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
務
を
除

く
。）」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中「
こ
と
」の
下
に「（
水
・

大
気
環
境
局
及
び
国
際
連
携
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を

除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
号
中
「
こ
の
号
」
の
下
に

「
及
び
次
条
第
一
号
」
を
、「
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
」
の

下
に「（
国
際
連
携
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に

関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
こ

と
。

第
二
十
九
条
を
第
二
十
八
条
と
し
、
第
二
章
第
三
節
第

三
款
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
国
際
連
携
課
の
所
掌
事
務
）

第
二
十
九
条

国
際
連
携
課
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ

か
さ
ど
る
。

一

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
関
す
る
国
際
協
力
、
国
際

機
関
及
び
国
際
会
議
並
び
に
海
外
と
の
連
絡
に
関
す

る
こ
と
。

二

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
協
力
に
関
す
る

事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

三

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
国
際
機
関
及
び
国
際

会
議
に
関
す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

四

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
海
外
と
の
連
絡
に
関

す
る
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

五

環
境
省
の
所
掌
事
務
に
係
る
海
外
に
対
す
る
広
報

に
関
す
る
こ
と
。

六

日
本
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
の
行
う
独
立
行
政

法
人
国
際
協
力
機
構
の
委
託
に
基
づ
く
開
発
途
上
地

域
か
ら
の
技
術
研
修
員
に
対
す
る
研
修
及
び
こ
れ
に

附
帯
す
る
業
務
に
関
す
る
こ
と
。

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

政
令
第
二
百
四
号

環
境
省
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

百
二
十
号
）
第
七
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

環
境
省
組
織
令（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
二
十
六
号
中
「
第
五
条
第
十
三
号
」

を
「
第
五
条
第
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
こ
と
」
の

下
に「（
水
・
大
気
環
境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除

く
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
中
第

六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
六

号
と
し
、
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り

上
げ
、
同
条
第
十
三
号
中
「
規
制
等
に
関
す
る
こ
と
」
の

下
に「（
発
生
機
構
が
未
解
明
な
化
学
物
質
汚
染
の
防
止
の

た
め
に
行
う
も
の
並
び
に
水
・
大
気
環
境
局
及
び
自
然
環

境
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号

を
同
条
第
十
一
号
と
す
る
。

第
六
条
第
十
三
号
中
「
及
び
地
球
環
境
局
」
を
削
り
、

同
号
を
同
条
第
十
五
号
と
し
、
同
条
中
第
十
二
号
を
第
十

四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰

り
下
げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

六

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
の
抑
制
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に

関
す
る
こ
と
（
自
動
車
の
交
通
に
起
因
し
て
生
ず
る

大
気
の
汚
染
及
び
特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
よ

る
大
気
の
汚
染
の
防
止
に
関
す
る
事
務
に
関
連
す
る

も
の
に
限
る
。）。

七

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
海
洋
汚
染
の
防
止
に

関
す
る
基
準
等
の
策
定
及
び
規
制
等
に
関
す
る
こ

と
。

™


		2010-09-28T15:14:51+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




